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本ｲﾘf先は．尚機能''１１ﾘj姉児ｌ瓶例に基づき．地域の学習塾において高機能I'ｌｌＭｌ推児の|鵬i榊性

をふまえた教科救育支援のあり方を検討したものである。小輪校高学年の尚機能'''1Ml雄児を含む

小災卜11を対象に2()07ｲ|｛より「肴語感覚を養う」ための国語科帯単元学刊を設定し、ｒｉ冊感此の６

つの概念（''1饗、1988）のうち，言語活動におけるソーシャルスキルに洲）した特別支援教fjsの

|刑発を行った。また，「学習蛾」を地域の教育資源のひとつ，家庭学Ｗ支援の場として投定し，

活川することで教fj:援助の継続的実践をめざした。２年間にわたる教科教育支援の評価から．尚

機能I'|閉姉児ｌリI例の①脊続に対する不安の減少②描写対象への比除表現使用③投ｲﾘによる社

会的認知婆求のIfil-l･といった言語感覚の変容とソーシャルコミュニケーションへの意欲|fﾘー ﾋがIﾘｌ

らかになった。課組として，学校場面への般化指導や言語発達に応じたアセスメント竿の間迦が

残った。

キーワード：商機能''1Ｗl症児，１厘I語科教育，言語感覚，ソーシャルスキル

１問題と目的

(1)特別支援教育の学校外からの支援

通常学級に在餅するＬＤ，ＡＤＨＤ，高機能自閉

推ある生徒への敬育的対応は緊急かつ重要な課題

である(文部科学行，2003)。さらに改正学校教育

法施行(文部科学竹，２０()7)の法的位悩づけにより，

特別支援教育は新たな允火．発腿期を迎えている。

本研究では，「小．Ｉ|'学校における発達障害の

ある子どもへの敬朴数行群の支援に関する研究

(平成20～２１年度，1,1j〔IⅡj研究Ｂ)」（|,<I立特別支援

教育総合研究所．２００８)において，学齢期の発達

障害児への教科教fj;支援I1f究が|川題提起されたこ

とに注||する。今後は．「学校内での対応」．「学

校外からの支援」両方向からの発達障秤のある児

童・生徒への教科教育支援がより砿視され，実践

の体系化・内容の精綴化を{削ることが緊急の今日

的課題であろう。

実際，学齢期の発達障害児をもつ保捜荷が求め

る支援内容には「学校との辿挑」と雌んで，「｢・

どもの学習」に関する悩みが多い。「放課後の家

庭学刊」に悩む保換者･も多く兄受けられる。それ

を裏付ける調査では，教育相縦を行うﾙﾙとは別に．

学習塾を家庭教科学ＷのjbMrとして利川している保

護者は約48％、その約70％が「少しでも何か身に

つけ」させたいと願っている，といった納采も提

示された（末・伊藤・渡遜．2004)。発進陳祥の

ある児童・生徒，その保捜門･にとって，１１常の家



行動を回避することを可能にする」に従う。

本研究では学校外からの教育支援の場である学

習塾において，「言語感覚」を養うための国語科

学習指導法について．次の２点を検討する”

①高機能自閉症児の障害特性を考慮した同語科学

判指導法を試案し，検討すること。

②高機能白閉症児を含む小集団へソーシャルスキ

ルトレーニングを取り入れた言語表現活動を工

夫し，その成果を検討すること。
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庭学習を支える個別の教科学習支援対応の学習塾

は学校外での特別支援教育の場となっている。

(2)高機能自閉症児と言語感覚

「言語感覚」とは、「言語の使い方の正誤・適否・

美醜などについての鋭い感覚のこと」で「語感と

いうよりも広い意味をもち，むしろ言語に対する

感性という方が適当である」とした『小学校学習

指導要領解説国語編』（1999、文部省）に基づき，

定義とする。

甲斐（1988）は言語感覚を，①美醜(美しさ．

好ましさ．快さなどの判断）②正誤（正しいかど

うかの判断）③適切さ④微妙な恵味兼の理解⑤心

遣い・表現効果⑥言葉への関心，の６種に分けた

各下位分類を提示し、①～④を基礎的な感覚，⑤

は人間性，社会的対応にも関係する高次元の言語

感覚とした。⑥は「以上５種の言語感覚を基礎と

して言語現象に対して積極的に向かい、そのあり

方を検討・判断するという働きがある」とした。

現在の特別支援教育の観点から，これら④，⑤，

⑥の項目を見直したとき，発達障害のある児童・

生徒の特性を考慮しつつ．「言語感党」がもつ言

語能力育成としての観点を学習指導のl-l｣で意識的

に設定することで．発達障害児の社会的言語能力

を育成できる可能性があると考えた。社会的言語

能力と結びついたコミュニケーションスキルを国

語科の言語表現活動と組み合わせて継続的に学ぶ

ことができるのではないかと仮定した。

小野・石111奇（2007）は高機能自閉症児の「ウイ

ングの三つ組み（Wing，Ｌ､1981）に関連する特

徴」として「場の雰囲気か読めないあるいは人の

表情が読めない」といった社会性・対人関係に関

する障害，「会話にほとんど抑揚がなく，感情が

こもっていない」といった言語・コミュニケーショ

ンの障害．「相手か誰であろうと眼前30ｃｍで話し

をする．友人とⅢ会い挨拶されても見知らぬふり

をして通りすぎてしまう」といったソーシャルス

キルの障害，「一方的に会話を独占してしまう，

相手が興味を示していない内容の話を延々と続け

る」といった実践的な言語発達の障害等を挙げて

いる。さらに，認知障害として「言葉を字義通り

に解釈する」語川諭の障害も指摘した。こうした

高機能自閉旅児ゆえの対人的コミュニケーション

の課題に対して，国語科教育の帯単元学習で少人

数によるソーシャルスキルの観点を導入した。

本研究でのソーシャルスキルの定義としては

Gresham＆Elliott（1984）の「社会に受け入れ

られ，かつ学習によって獲得される行動。それは

他者と効果的に関わり、社会に受け入れられない

２方法

(1)学習指導の概要

第１著者は学習塾誰師として，高機能自閉症の

ある児童・生徒へ個別指導の手立てをとりつつ，

他将との交流を行うための小集団学評指導を行っ

た。音声表現（音読）や文章表現（F1由詩，定型

詩）の場を肺授業に設定し，対象となる高機能自

閉症児が表現活動にどう取り組み，言語能力活用

の伸長をみせるか，小集団学習における相互評価

活動を取り入れた指導法を検討した。週一回通う

学習塾において．国語科で学習する「話す」「普

く」といった言語による表現活動をソーシャルス

キルとして学ぶことは，本人のよりよい社会参加

を支援する上で重要な機会である。

実践方法として，授業開始時約1o分間を「帯単

元」（笠原，1990)として設定し，系統的表現活動

を計IIIIi的に行うことで，対象児と小集団の言語感

覚育成を同ることにした.音読実践には，広く題

材を求め，中学校国語科への予習としての性格を

もたせることで，一度学んだものへの記憶・既稗

感の高い高機能自閉症児に有効な手段となるよう

計画した。創作活動においては，対象児の視覚的

優位性や定型を好む傾向を考慮した．

支援の場所となる学習塾「Ａ塾」は，1995年Ｂ

市に開設。塾長以下，第１著者が講師を務める小

規模個人経営塾であり，家庭学評支援を中心に中

学生対象の補充学料および進学指導を行っている。

2006年３月，地域保護者の要望を受けて，小学部

(小４～６年生）「サタデーのびっこクラブ」を開

緋した。

(2)対象児

対象児は，吃音と高機能自閉症の診断を受けた

小学生であるｃ主訴として，「みんなができるこ

とを向分もできるようになりたい」という思いが

強い。小学３年次の2005年５月より2009年３月ま

で療育機関において吃音コントロールの指導を受

け，小学４年次には学校場ItIi・家庭場面ともに吃
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Fi9urellTPA言語学習能力診断検査結果

(3)指導方法（2007～2008年度）

①指導する学習集団の実態

2006年'1川の小学４年次から中学２年生の現在

まで通塾しており．ＷＩ価撫師（２渦）や少人数ク

ラス（のべ11端）のメンバーもほとんど変わって

いない状況で学んでいる。小学４．５年生では算

数・lKl語の２教科･をｲﾘ;週ｌｌＩｌｌ（tIIlMI1午前中）２

時l川を，小学６年次から英紙・社会・即科を加え

た５教科をｉＩｊｉ週２１'１’（水||(1111放裸後，上l1Ml-I午前

''１）２時|ﾊjずつ学判した。放裸後の学料支援・環

境綱整という視点からみると，毎年，担任教師や

級友の変化が火きい学校と異なり．３年間を通し

て大きな学習環境の変化がなかった点で，本人の

高機能自閉症の害特性にあった価常的な学判環境

設定ともいえる。

②帯単元学習の設定

帯単元学習は大きくは以下の二つの,没定におい

て行われることが多い。Ａ：11j;時間の授業時に短

時間の設定をする断続的lli元，Ｂ：学則ごとある

いは月ごとに同一テーマで繰り返し投疋する継続

的単元．といった構成である。第１粁併は1991年

より、Ａの断続的枇成法の'Z勘から１１１学校での柵

単元を設定し題材選択や指導内祥・〃法につい

て実践してきた。2006年より学Ｗ熟における帯単

元言語活動を授業実践として探究している

③高機能自閉症児への配慮と表現活動

国語科における表現活動は「鮒す」こと．「洲：

く」ことが中心となる。高機能''1M推児を含む発

達障害をもつ児童にとって，対人的コミュニケー

ションが難しい状況の一つにこうした炎現活動の

困難がある。逆説的に与えると．炎現活動を学ぶ

ことで，コミュニケーションスキルを端うことが

できると考えた。

本研究ではそのための場の設定として．術単元

表現活動を位撹づけた。小学４～６年生による学

年別８名の小集団で学刊活動を行い，指導の個別

化を図った。年間を通して柾週11111(士ＭＩＩ)，’五ｌ

語科授業開始時の10分間を桁lli元と位悩づけ．言

語感覚の発現できる場を投定し，断続的衣現活動

の指導を行うｃ詩や俳ｲﾘの創作から作1W,朗統・感

想スピーチに至る表現１１円動を取り入れる手立てを

工夫した。

さらに，中学校学Ｗ内容への移行の抵抗を減じ

るために桁単元学洲を洲|lした。，１，１j機能'''1M1症児

は初めての学判（時間や環境，内祥・方法など）

での抵抗感を訴える場1mがしばしば兄受けられる。

音重症尺度は２（全体の論のｌ～２％の割合でど

もる．体の緊張はほとんどない．非流暢性が１秒

間続くことはほとんどない．Ｉl立った随伴動作は

ない）に落ち析き，学校不適応感も薄れてきた。

交友範|川は狭いが、交友関係は光実していた(宮

川・兄上・金丁．､2006)。

①診断及び検査によるプロフィール

６歳６力ｊｊ時に|災撫機関において吃晋と高機能

ＨｌＭ１症の診断を受けた(WISC-ⅢによるFIQlOl，

ITPA蒜淵能ﾉJ診断検甜§によるPLQll3)。言語発

遠の遅れは児られないが，吃細,i;状があること，

場にそぐわない計勤が多く兇受けられること，一

斉指導が聞き取れないことから診断された。

８蝋２ケ｝j時のＳ－Ｍ社会生活能ﾉJ検査による

SQ122oITPAri絡学判能ﾉj診断検在によるＰＬＱ

ｌ３２ｏＴＳ式幼児・児it性絡診断検査では，神経質

で情緒不安定、退行的，学校不適応の傾向。１１１研

式親子関係診断テストでは，雌親が溺愛型(＋)を

示した。吃音の意繊がある。ITPAに表れた．聴覚

と汗声の下位検企「耐葉の顛推」「文の構成」には

成長の伸びが見られず，対象児の不得手を示す。
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の教科書内容に対応させた。中学校教科書の題材

を全てなぞるのではなく，１学期の詩や２学期の

古典と関連させた題材を詩集，古典作品集，新聞

記事等から広く求めた。

④帯単元表現活動の目標と計画

目標を，中学校第１学年程度の文章を自分なり

に工夫して音読・朗読できること．「l常生活をも

とに口語自由詩や俳句を創作できることとする。

学習指導計画（2007～2008年度）Table

中学校第１学年学習内容を小学校高学年の学評目

標に合わせて「帯単元」学習に取り入れることで、

中学校での学習環境の変化に対応した学習指導計

画をたてた。とくに青読題材は２年間にわたって

繰り返し学習できるものを選択し，中学校進学後

３内容

(1)言語感覚の概念と実践の評価

以下の通り，学習指導の目標を評価項目と対応

させ，指導記録をもとに評価した。

Table２言語感覚評価対応表

(2)実践の手続き

①実践１「思いを声に，声をかたちに」

対象小学生８名（４，５年生）

期間2007年４月～2009年３月

目標

音声表現の視覚化を図ることで音読への不安を

減少させ，朗読表現スキルを習得する。

学習内容

詩の青読の際．各自が強調や間のとり方を符号

音読・朗読 口語自由詩 俳句

①美醜 音読のよさ

に気づくこ

とができる

独白体表現

を楽しむこ

とができる

写４ｔで表現

できる

②正誤 符号を使い

分けること

ができる

なりきった

対象を主格

表現できる

定型詩のリ

ズムで作る

ことができ

る

③適切さ 主題をとら

えて記入で

きる

なりきった

対象らしい

言葉を選ぶ

ことができ

る

季語の効果

を理解して

使うことが

できる

④微妙な意

味差の理

解

符号にそっ

た朗読がで

きる

主題にふさ

わしい題粕

をつけるこ

とができる

助詞の使い

分けができ

る

⑤心遣い．

表現効果

表現技法に

気づくこと

ができる

強調する表

現技法を使

うことがで

きる

ふさわしい

表現技法を

選ぶことが

できる

⑥言葉への

関心

場面や人物

の様子を考

えながら読

むことがで

きる

さらにＩのは‘

らうた」を読

んだり作っ

たりできる

体験と季語

を結びつけ

る こ と が で

きる

月 週 音読課題 第５学年

(2007年度）

第６学年

(2008年度）

４ ①

②

③

音読１．①

口語自由詩

ねがいごと他

あきのひ他

朗読発表

のはらうた

新聞記事を読む

新聞記事を読む

５ ①

②

③

④

音読１．②

古文

春はあけぼの

夏は夜

秋は夕暮れ

冬はつとめて

みんなで俳句

春は….夏は･・

秋は‘.．,冬は…

枕草子暗唱

６ ①

②

③

④

音読Ｉ．③

11語自由詩

なめくじのうた

おれえちゃん

なまえうた創作

のはらうた創作

みんなで俳句

のはらうた創作

のはらうた創作

のはらうた創作

７ ①

②

③

④

音読１．④

古文

のはらうた創作

作＆朗読発表会

竹取物語の冒頭

竹取物語の冒頭

作品朗読発表会

竹取物語暗唱

竹取物語暗唱

みんなで俳句

９ ①

②

③

④

音読２．①

口語自由詩

と随筆

忘れもの

千年の釘に…

千年の釘に…

漢字練習

忠れもの

心の言葉

論語

投稿記事

1０ ①

②

③

④

音読２．②

説明的文章

と随筆

江戸しぐさ

江戸しぐさ

クジラたちの

漢字練習

投稿記事

投稿記事

投稿記事

みんなで俳句

１１ ①

②

③

④

音読２．③

１１語自由詩

と古文

ゴメンネ

平家物語の冒頭

平家物語の冒頭

漢字練習

平家物語の冒頭

雨ニモマケズ

冬が来た

道程

1２ ①

②

③

④

音読２．④

表 現 技法と

朗読譜

冬力 来た

冬力 来た

冬が来た群読

漢字練習

三大和歌集

三大和歌集

短歌(近代）

草枕

①

②

③

④

音読３．①

俳句

みんなで俳句

みんなで俳句

雨ニモマケズ

雨ニモマケズ

※評価テスト

みんなで俳句

万葉集関連記事

万葉集関連記事

２ ①

②

③
｜
④

音読３．②

報道文

名句の紹介

地球の教室

木の下で…

みんなで俳句

漢詩

万葉集関連記事

万葉集関連記事

みんなで俳句

３ ①

②

③

音読３．③

暗唱と群

統

道程

道樫暗唱

みんなで俳句

みんなで俳句

道梯暗唱

道傑群読
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化し，朗読へと発展させる。「朗読譜」（高橋，

1984）の符号を精選し，活用させる。

学習評価

ア：符号の意味を理解し，符号を使い分けること

ができる。

イ：クライマックス部分・表現技法部分に気づき，

符号を使うことができる。

ウ：符号を生かして朗読することができる。

エ：他者の朗読を聴いて，美しさ.好ましさ.快

さなどの評価をし，発表することができる。

指導上の工夫

○｢朗読譜」の符号を精選し，声の強弱・高低・

緩急・間の取り方にしぼって表現させる。

○｢朗読譜」に沿った朗読発表を行い，発表者の

よい点に気づき，感想を述べさせる。

○発言の際は「１場面１発言」を心がけ，挙手さ

せてから指名して発表させる。

具体的な指示・発問の例(朗読譜を付けるとき）

①｢声を大きくして読みたいところに_二重線(＝）

を１ケ所だけ引きます」

②｢○○さんが読みます」

③｢○○さんがはっきり大きく読んだところに気

づいた方は手を挙げてください」

④｢ではもう１ヶ所だけ二重線を書き足しますＪ

⑤：△△さんが読みます」

※発表時には「○○さんの朗読のよいところに気

づいた方は手を挙げてください」と促し，「口

のあけ方」「声の調子の聞き取りやすさ」「間の

とり方の工夫」といった音読・朗読上の観点に

触れる。

※符号付けの際には①，③、④の短い教示を繰り

返しながら課題を増やしていく。②，⑤の指名

では短く能動的な発言を心がけ適切なモデリン

グ対象を選ぶ。

②実践２「のはらはうたう」

対象小学生８名（５，６年生）

期間2007年７月，2008年６月

目標

人間以外の「対象になりきる」という命題に取

り組むことで，創作への不安を減少させ，詩の表

現スキルを習得する。

学習内容

植物・動物や自然現象といった対象になりきっ

て独白体の口語目山詩を創作し，朗読発表する。

また，新聞社への投稿を試み．言語活動を広げ

る。

学習評価

ァ：対象になりきって一人称の独F1体による口語

自由詩を作ることができる。

イ：詩の表現技法を使って，主題を強調したりリ

ズム感を表したりするための語糞を選ぶこと

ができる。

ウ：創作した詩への思いを豊かに朗読できる。

エ：他者の朗読を聴いて，美しさ．好ましさ．快

さなどの評価を発表できる。

指導上の工夫

○詩の題材選びに相当する対象の選定において，

対象児には「視覚化」できる対象を選ばせる。

○詩の表現技法を理解させ，目的にあった技法を

選んで使わせる。

○｢朗読譜」を想起させた朗読発表を行い，他考

の発表のよい点に気づき感想を述べさせる。

○朗読発表の評価を生かして，もっともふさわし

い題名をつけて投稿させる。

具体的な指示・発問の例（のはらうたの鑑賞）

①｢目を閉じて声に集中します」

②｢○○さんの詩のよいところを見つけます」

③｢主人公の生き物は何かな」

④｢２回以上繰り返された言葉は何かな」

⑤｢どんな題名が似合うかな」

※①、②は作品発表時の申し合わせとして最初に

教示する。③，④は作品味読のための定番化し

た発表スキル，⑤は参加者からのフィードバッ

クであり，一人ずつ詩の感想を題名として贈る。

発表者は自身の考えた題名と他者の意見を参考

に､一つだけ選択して題名を決める。

③実践３「みんなで俳句」

対象小学生８名（６年生）

期間2008年７月～2009年３月

目標

「有季定型」というかたちと「写生」の概念を

強調することで，創作への不安を減少させ，定型

詩の表現スキルを習得する。

学習内容

対象を「写生」する俳句を創作し､詠唱を行う。

また，新聞社への投稿を試み，言語活動を広げる。

学習評価

ア：季語を選んで，五・七・五のリズムの有季俳

句を作ることができる。

イ：「写生」による叙景歌を作ることができる、

ウ：詠唱のマナーにのっとって創作した俳句を豊

かに朗読できる。

エ：他荷の詠唱を聴いて，美しさ.好ましさ．快

さなどの評価をし．発表することができる。



Ｂ：2008／６「ぼくの家」みずさわかめきち

（小６）

１ぼ<の家は

２ ま る く て

３かたい

４ふしぎな家だ

５その家に入ると

６すごくおちつく

７みんなも遊びに

８おいでよ

3４

指導上の工夫

○古文の音読を取り入れ，定型詩の五・七・五の

リズムに慣れさせる。

○他者評価を毎回設定し，児童それぞれの表現の

特徴に気づかせる。

○相互評価した後，椎敵したものを投稿させる。

具体的な指示・発問の例（俳句鑑賞会）

①｢○○さんの詠唱を聞いてどんな景色が見えま

すか」

②｢○○さんの詠唱を聞いてどんな気持ちになり

ますか」

③｢季語は何かな」

④｢表現技法に気づいた方は手を挙げて下さい」

※①，②では他者の写生表現から「感情言葉」を

導き出すことで言葉の働きを体感させる。③．

④で言語知識の般化を促している。

①対象児の学習評価（指導記録より）

ア：小学４年次には吃音症状の「語頭音のつまり」

から２ヶ所の符号を読み分けることが限界だっ

た”小学５年次には声を向くする符号（二重

線)，低くする符号（破線）を使い分け，呼

びかける符号（→)もつけることができた。

イ：感動と表現技法（反復法）が重なる部分に気

づき．強調する符合を使うことができた。

ウ：暗唱できた。

エ：他者の朗読を聴いて感想を発表できた。

②ソーシャルスキル習得の評価（発語・発話）

小学４年次当初には塾授業時全般に，吃音症状

の「語頭音のくりかえし」「語頭音のつまり」が

見受けられ、音読を中断する場面かあった二．学校

行事等の前には吃音症状の川現も高かった。朗読

譜を活用し，音読の前に符号を記入することによ

り，声の高低を意識したり．間を取って読んだり

するようになった。小学５年次には符号の種類が

増加し（Figure2，３参照)．使い方が多様化し

た。吃音症状の「語頭音のくりかえし」が減少し，

指名されても発表を嫌がらなくなった｡

４ 評価

（１）音声を視覚化した音声表現力の変容

「道程（高村光太郎)」の詩は、吃音推状のある

対象児が発声しやすいように，文頭に力音，タ帝

の少ないものから選択した。

(2)創作詩における変容（太字は比噛表現）

Ａ：2007／７「けつい」くわがたゆうき（小５）

１ぼくはおうじや

２森のおうじや

３ぼ<のハサミは

４ノコギリのようにぎざぎざ

５ぼくのハサミをひからせると

６みんなぼくにひれふす

７たたかってまけたことはない

８ぼ<はおうじや

１０森のおうじや
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FigLl｢ｅ22007／３（小４）の朗読譜
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Figure32008／２（小５）の朗読譜

①対象児の学習評価〈指導記録より）

ア：Ａ，Ｂともに自宅で飼育している対象（クワ

ガタムシ、ミドリガメ）を選び，一人称の独

僕
の
帥
に
道
は
な
い

僕
の
後
ろ
に
道
は
出
来
る

挫
睡
）
割
Ｕ
然
ょ
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ｎ体による１１餅'''1l1iNFを作ることができたコ

イ：Ａでは体ri.Iこめ，ｉｌｌ１職，反復法，Ｂでは隠峨

よびかけ炎現を効果的に使川し，主題を強調

したり，リズム鵬を衣したりすることができ

た。また，「ひれふす」「すごく」といった語

蕊の使川による強‘淵点が明確になった。

ウ：Ｂの詩を発炎会でlIWlV}できた。

エ：他者の朗統を聴いて感想を発表できた。

②ソーシャルスキル習得の評価（客観的描写）

Ａ（小学５年）の時では．クワガタムシという

｢対象になりきっての感悩移入描写」（小浦，2008）

が行われているが，Ｂ（小学６年）ではミドリ

ガメの甲羅を対象にカメが客観的に観察した描写

が展開していく。商機能I‘l閉症児に抵抗のないア

ニミズムによるなりきり行動から，自身を客観視

して観察する行動へと炎現が変化し相対的視点

の描写となった。また．対象児の苦手だった隠喰

表現を使川できている。

(3)「俳句」作りにみる変容（太字は新聞掲載）

ここでの俳ｲﾘ作りは－１‘!して「写生」の手法を

とった。対象を観察して前紫を選び．五・七・五

の’七音の定ﾉＭリズムを'､):って創作させた。

2008／1

2008／2

2008／3

2008／5

2008／7

2008／1０

2008／11

2009／1

2009／2

2009／２

お年I《と後のために貯金する

節分で武器を使って鬼退治

桜兄てきれいと思い花粉症

空泳ぎこいが一時ドラゴンに

カブト虫よろいの羽をひろげ飛ぶ

りすのほほどんぐりたくさんつまって

る

学装会せぃいっぱいのリコーダー

公園でひと り楽しむ独楽回し

新,Y,のバットでうれしい草野球

電線にぎっしり並ぶ寒スズメ

①対象児の学習肝価（指導記録より）

ア：身のIIpIりの季‘淵を遊んで．有季定型の詩を作

ることができた。

イ：「写生」による叙賊歌を作ることができた。

ウ：詠lVIのマナーにのっとってNIlを取りながら朗

読できた。

エ：他粁の肱11ﾊを聴いて,1．W111iを発表できた⑰

②ソーシャルスキル習得の評価（投句体験）

「写生」にのっとった仰ｲﾘ作りは感‘|､,‘i表現が苫

手な対象児にとって，初''1|より批仇感が少なかっ

た。反1,,リズム'1t視の計紫遊びとなり，感動や

気づきの広がり深まりは難しかった。概数句にお

いて、「写生」に亜点を紺くことで対･象をよく兄

た俳句を選択させた。役ｲﾘをきっかけに，作,Ｉ,１，作

りへの興味と関心が期し，授業''1の１０分IHlでまと

まらず、「宿題にしてください」と求めてきた。

前段階「ぼくの家」（2008／6)でのiiM察描？j:が2008

年７月に「カプト虫」の俳句へと外縦し，新聞掲

載となった。

５ 考 察

(1)音読に対する不安の減少

吃音症状を自覚する荷にとって．汗硫は不安を

伴う。学校授業での成功感・達成感へと結びつく

体験となるよう，予習的な青統を計画し，さらに

符号を付ける作業を日常化したことは．学校にお

ける対象児の学習参加意欲・態度をlijl上させた。

一度学んだものへの記憶，既刊感の商い商機能自

閉症児には有効な手段といえよう。

(2)描写対象への相対化にみる言語表現の成長

音読活動で学習した擬人法を使った僻（｢道税」

｢冬が来た｣）がモデルとなり．「のはらうた」で

の比|聡表現（直|轍・隠愉）仙川lには対象児の抵抗

感はなかった。また．｜卿愉衣現を仙った,緋「ぼく

の家」では対象の客剛化が兄られた。「みんな遊

びにおいでよ」とカメになりきりながら，カメの

甲羅を「ぼくの家」として外側から拙ツルている。

｢二重化した描写は小学校低・'１１学年では難しい」

(小浦，2005）とされ，対象を州対化してみる概

念が対象児に芽生えたことを示している。耐語機

能とともに言語的思考の向上が炎れた結果である。

(3)投句による社会的認知要求の向上

「Ａ小学生新聞」の俳句投摘欄において人選し

た際の選者評価は以下の通りである。

・カプト虫…「よろいを若たようなカプト虫に．

羽があるのは意外な感じです」（梢氏）

・リスのほほ…「ドングリをいっぱい食べた後．

リスは冬に備えてどこかにかくすのよ」（梢氏）

・電線に…「寒スズメも寒いんだね。「ぎっしり

ならぶ」が寒さをよく伝えてくれます」（倉川

氏）

投句というｼｽﾃﾑを俳ｲﾘ作りの雌終段階に取り

入れたことで，対象児の社会性は大きくfjfまれた。

選者に|』身の言語表現をi認められたiIlIlj足感，述成

感はｕ尊感情へも影柳を'j･えた。また，他荷の作

品について「○○さんらしいri・柴の選び方だ」と
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いった感想を述べることができるようになったこ

とは対象児の他者理解が進んでいることを示す。

(4)今後の課題

○言語感覚の概念にあるソーシャルスキル習得の

方向性は，教科におけるソーシャルスキル・ト

レーニングの分野と尺度を明確にすることでよ

り精繊な学習内容・方法を生むと思われる。た

だし，般化に向けた社会的言語能力習得を目標

に継続的指導をするためには．帯単元学習の時

間的制約の限界がある。

○学習塾での帯単元学刊は週１回１０分間の断続的

指導であり，言語的コミュニケーションスキル

向上のためには．児童の言語発達と言語環境に

見合った内容の糖選が求められる。そのための

アセスメント方法の検討が必要である。

○対象児が，学習塾での復習予習から身につけた

言語感党を学校授業場面でどのように活用し，

日常生活において般化できるかの検証方法には

内容検討と一定の時間が必要である。本人の言

語表現の成長・変容を中学校段階でも継続して

検討していくことが必要だろう。

６まとめ

高機能白閉症児へのソーシャルスキル・トレー

ニングは負荷をかけ過ぎないよう周囲の環境調整

が求められる（奥野・納富，2007)．対象児は吃

音症状が出ており，他者への緊張度か高かった。

本研究以前に，吃脊コントロール稗得を行い，本

人も療育機関担当者へ「先生のおかげでだいぶん

しゃべれるようになりました」（2008／3)と手紙

を詩くまでとなった庭，

これまでの発達障害児へのソーシャルスキル・

トレーニングは，医療機関や療育機関での指導か

中心であった。しかし，高機能自閉症児と関わる

巾，在籍する集団でともに学ぶ教科学習にソーシャ

ルスキル育成の価値が見出せるのではないか．と

いう思いを抱いた。国語科授業時におけるソーシャ

ルスキル習得の手立てを模索する中で，小集肘|で

の授業形態と対象児の長所を活用した表現活動を

構想し実践した。ただし．今回の取り組みにおい

ては実践前の明確な評価や検証方法が定まってお

らず．また，１事例のみの報告であり，・般化に

は他の事例への追試と効果の検証が必要である。
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